










要約 

生後 24 時間以内の母乳の授乳回数が,その後の新生児の哺乳量すなわち乳汁分泌量,黄疸

の強度,胎便排泄などに強く影響することが判明した。新生児の早期における保育方針が,

児の其の後に対して,これほど強い影響を及ぼすとは,まさに驚きである。 


